
　2023年4月23日、「浦佐まちづくり機構」 が運営する食品・雑貨店の新「びしゃもん市」と
地元食材を使う「西山Cafe」が【雪国おくにじまん会館】１階にオープンしました。
　移転した旧JA浦佐支店の跡地を活用し、小さな食品・雑貨店と同じフロアにカフェが同
居します。地域の交流拠点として活用するほか、浦佐地域づくり協議会が進める“小さな観
光”のフットパス「拠点施設」として機能も併せ持ち、より多くの皆様・交流者に愛されるお
店作りを進めます。
　また店舗を運営する「浦佐まちづくり機構」は、浦佐地域づくり協議会と地域の有志によ
り本年2月に設立された一般社団法人です。地域を元気に、そして住み易い環境づくりを目
指し、将来的にはイベント事業や地域に根差した事業なども興していきたいと考えていま
す。
　スタートしたばかりの会社（一社法人）ですが、末永くご愛顧を賜り
ますようよろしくお願い申し上げます。
■営業時間（毎週水曜は定休日となります）
　びしゃもん市……９：３０～１６：００　食品・雑貨・お土産品など
　西山Cafe………１１：００～１６：００　お食事もできます
　店舗の電話　025-775-7750（事務所は浦佐地域づくり協議会と一緒）

一般社団法人 浦佐まちづくり機構 南魚沼市浦佐 2467-2　雪国おくにじまん会館 1F

　はじめまして、大崎で犬のブリーディング、販売をしています「このこ」と
申します。
　子供の頃から動物が大好きで、いつか動物に携わる仕事をしようと思っ
ていました。少しずつ準備をし、数年前から本格的に事業としてスタートし
ました。一頭、一頭に目の届く頭数でお顔の可愛さにこだわり、健康で人懐
こい子犬をお届けできるように心掛けています。主にポメラニアン、フレン
チブルドッグ、チワワをブリードしています。これまでも素敵なオーナー様
達とご縁があり、家族の一員としてとても大切に可愛がられていることに
感謝しています。
　命を扱っている為、365日休み無し、時に母犬の代わりに夜中でも３時間
毎に子犬にミルクを飲ませたりと大変な事もありますが、可愛い犬達に癒
されながら日々お世話をしています。
  知っていましたか？  犬と目が合うと幸せホルモンと呼ばれるオキシトシ
ンの分泌が増えるんですよ。ストレスや不安を軽減し、集
中力の向上やポジティブになる等、毎日を幸せに送るこ
とにつながります。皆さんも可愛く、健康的な子犬を新た
な家族としてお迎えしてみてはいかがでしょうか。
  当犬舎のワンコ達がたくさんの方に幸せを運んでくれ
ることを願い、頑張っていきます。どうぞよろしくお願い
いたします。

【 このこ】 事業主  髙橋 ゆりな　　南魚沼市大崎 4144-1

チワワ フレンチブルドッグ

ポメラニアン

チワワと赤ちゃんたちゴールデン・レトリバー

店舗が入る雪国おくにじまん会館 びしゃもん市の店内 Cafeからびしゃもん市を見る
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
３
年
間
書

面
ま
た
は
「
さ
わ
ら
び
」
で
の
開
催
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
４
年
振
り
に
会
場
を
「
大
和
商
工
会

館
」
と
し
て
５
月
23
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

51
名
の
実
出
席
と
40
名
の
委
任
状
に
よ
る
出
席
、
合

計
91
名
の
出
席
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
議
長
に
高
橋
正
紀
氏
を
選
出

　

内
田
悦
夫
総
務
企
画
委
員
長
の
司
会
に
よ
り
進
め
ら

れ
、
上
村
会
長
の
挨
拶
の
後
、
大
崎
支
部
の
有
限
会
社

丸
高
の
高
橋
正
紀
氏
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
議
案
の
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
提
出
さ
れ
た
議
案
は
10
件

　

令
和
４
年
度
の
商
工
会
事
業
報
告
や
収
支
決
算
、
青

年
部
・
女
性
部
、
各
支
部
の
事
業
報
告
や
収
支
決
算
、

労
働
保
険
料
収
支
状
況
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
監
査
報
告

の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
や
収
支
予
算
、

青
年
部
・
女
性
部
、
各
支
部
の
事
業
計
画
や
収
支
予
算

な
ど
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
ま
た
、
役
員
辞
任
に
伴
う
補
欠
選
任
の
議
案
が

　
提
出
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

辞
任
役
員

〇
理
事  
小
杉
岳
光
（
㈲
小
杉
自
動
車
整
備
工
場
）

〇
監
事  
木
津　

誠
（
木
津
醸
造
所
）

新
役
員

〇
理
事  

荻
原
直
樹
（
中
央
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
工
業
）

〇
監
事  

青
木
文
治
（
㈱
野
崎
フ
ー
ズ
）

〈
来
賓
と
し
て
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
〉

〇
市
長
代
理
南
魚
沼
市
大
和
市
民
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

種
村　

恒
尚
様

〇
市
議
会
副
議
長　
　
　
　
　
　
　
　

清
塚　

武
敏
様

〇
日
本
政
策
金
融
公
庫
長
岡
支
店
上
席
課
長
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
佐
美
賢
一
様

〇
新
潟
県
信
用
保
証
協
会
長
岡
支
店
保
証
第
二
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
上　

靖
典
様

〇
第
四
北
越
銀
行
大
和
支
店
長　
　
　

星
野　

桂
太
様

〇
新
潟
縣
信
用
組
合
大
和
町
支
店
長　

大
屋　
　

壮
様

１　

会
員
加
入
の
承
認
及
び
脱
退
・
会
員
数
の
報
告

２　

人
事
関
連
諸
規
程
の
一
部
改
正

３　

諸
規
程
の
改
正

４　

総
代
補
欠
選
挙
体
制

５　

合
併
協
議
の
状
況

６　

令
和
５
年
度
運
営
資
金
引
当
預
金
の
一
時
借
入

７　

第
49
回
通
常
総
代
会
の
日
程
等

の
案
件
が
提
出
さ
れ
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

１　

青
年
部
の
部
長
及
び
副
部
長

２　

会
員
加
入
の
承
認
及
び
脱
退
・
所
在
地
の
変
更
・

　
　

会
員
数
の
報
告

３　

指
定
職
員
の
指
名

４　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
収
支
更
正
予
算
（
案
）

５　

令
和
４
年
度
事
業
報
告
、
一
般
会
計
収
支
決
算
、

　
　

労
働
保
険
等
特
別
会
計
収
支
状
況

６　

令
和
５
年
度
事
業
計
画
、
一
般
会
計
収
支
予
算

７　

令
和
５
年
度
一
次
借
入
金
限
度
額
並
び
に
借
入
先

８　

第
49
回
通
常
総
代
会
日
程
及
び
提
出
議
案

の
案
件
が
提
出
さ
れ
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
49
回
通
常
総
代
会
の
報
告

５
月
23
日 

大
和
商
工
会
館
で
開
催

令
和
４
年
度
第
４
回
理
事
会（
３
月
28
日
）

令
和
５
年
度
第
１
回
理
事
会（
４
月
26
日
）

来賓･市長代理
種村大和市民センター長

来賓・清塚市議会副議長

新理事 荻原直樹氏

新監事 青木文治氏

司会･内田総務企画委員長

閉会の辞・種村副会長
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大
和
、
六
日
町
、
塩
沢
の
３
商
工
会
に
よ
る
合
併
の
協

議
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
年
１
月
に
細
か
い
摺
り
合
わ
せ
を
行
う
３
つ
の
専

門
部
会
（
総
務
部
会
、
財
政
部
会
、
事
業
部
会
）
を
立

ち
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
和
商

工
会
で
は
、
専
門
部
会
後
に
、
大
和
の
中
で
検
討
を
行

う
合
併
研
究
委
員
会
ま
た
は
理
事
会
で
協
議
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
る
南
魚
沼
商
工

会
合
併
検
討
協
議
会
で
意
見
交
換
、
調
整
し
、
３
商
工

会
の
方
針
を
ま
と
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

南
魚
沼
商
工
会
合
併
検
討
協
議
会
は
２
月
20
日
に
第

４
回
の
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
次
の
７
つ

が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
合
併
の
方
式
は
対
等
の
「
新
設
合
併
」

〇
合
併
の
期
日
は
令
和
７
年
４
月
１
日

〇
名
称
は
「
南
魚
沼
商
工
会
」

〇
本
所
所
在
地
は
現
在
の
六
日
町
商
工
会

〇
役
員
数
は
会
長
１
、
副
会
長
２
、
監
事
２
、
理
事
30

（
理
事
は
３
商
工
会
均
等
）

〇
総
代
数
は
１
１
０
名
（
総
代
の
内
訳
は
３
商
工
会
の

　

規
模
に
応
じ
た
人
数
）

〇
支
部
は
大
和
、
六
日
町
、
塩
沢
の
３
つ

（
現
在
の
支
部
は
地
区
会
（
仮
称
）
と
す
る
）

　

ま
た
、
６
月
26
日
に
第
５
回
の
南
魚
沼
商
工
会
合
併

検
討
協
議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
専
門
部
会
で
の
協

議
報
告
の
後
、
定
款
、
各
商
工
会
の
現
支
部
、
合
併
後

の
事
業
（
主
催
、
共
催
、
支
援
）
、
会
費
の
こ
と
な
ど

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
決
定
事
項
は
な

く
、
協
議
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
次
回

の
協
議
会
は
９
月
の
予
定
で
す
。

Ｒ
５
年
８
月　

理
事
会
で
協
議

Ｒ
５
年
８
月　

各
専
門
部
会
で
協
議

Ｒ
５
年
９
月　

合
併
研
究
委
員
会
で
協
議

Ｒ
５
年
９
月　

南
魚
沼
合
併
検
討
協
議
会

Ｒ
５
年
11
月　

各
専
門
部
会
で
協
議

Ｒ
５
年
12
月　

合
併
研
究
委
員
会
ま
た
は
理
事
会
で
協
議

Ｒ
５
年
12
月　

南
魚
沼
合
併
検
討
協
議
会

　

            

（
こ
こ
で
、
凡
そ
の
調
整
終
了
）

Ｒ
６
年
３
月　

総
代
改
選

Ｒ
６
年
５
月　

通
常
総
代
会
で
合
併
推
進
協
議
会
の
設

　
　
　
　
　
　

置
・
基
本
協
定
の
承
認
、
役
員
改
選

Ｒ
６
年
６
月　

基
本
協
定
締
結
・
推
進
協
議
会
設
置

　
　
　
　
　
　

組
織
・
財
政
・
事
業
・
合
併
契
約
検
討

Ｒ
６
年
11
月　

臨
時
総
会
を
開
い
て
合
併
の
決
議

　
　
　
　
　
　

設
立
委
員
会
委
員
の
選
任

Ｒ
６
年
12
月　

合
併
契
約
締
結
・
設
立
委
員
会
設
置

　
　
　
　
　
　

合
併
に
係
る
法
定
手
続
き
に
入
る

　
　
　
　
　
　

設
立
委
員
会
で
暫
定
役
員
選
任

Ｒ
７
年
３
月　

末
日
で
現
商
工
会
解
散

Ｒ
７
年
４
月　

登
記
完
了
し
、
新
商
工
会
の
ス
タ
ー
ト

Ｒ
７
年
４
月　

暫
定
役
員
の
理
事
会
後
、
総
代
選
挙

Ｒ
７
年
５
月　

第
１
回
通
常
総
代
会
で
合
併
後
の
新
役

　
　
　
　
　
　

員
選
任

Ｒ
９
年
５
月  

通
常
総
代
会
で
役
員
改
選

　

２
月
８
日
に
第
１
回
の
会
議
を
行
い
、
２
月
20
日
の

合
併
検
討
協
議
会
へ
の
提
案
を
行
っ
た
ほ
か
、
５
月
９

日
に
第
２
回
、
７
月
４
日
に
第
３
回
の
会
議
を
行
い
ま

し
た
。
定
款
、
機
構
図
、
運
営
規
約
を
検
討
し
て
い
る

ほ
か
、
商
業
部
会
・
工
業
部
会
な
ど
の
部
会
の
種
類
、

合
併
後
の
現
支
部
と
の
連
携
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
、
定
款
、
規
約
、
規
程
、
組
織
機
構
の
ほ
か
、

委
員
会
、
事
務
局
体
制
、
組
織
運
営
案
な
ど
に
つ
い
て

協
議
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
次
回
は
８
月
23
日
で
す
。

　

２
月
３
日
に
第
１
回
、
５
月
10
日
に
第
２
回
、
７
月

12
日
に
第
３
回
の
会
議
を
行
い
ま
し
た
。
合
併
後
の
会

費
、
手
数
料
、
使
用
料
を
検
討
し
て
い
る
ほ
か
、
各
事

業
の
費
用
対
効
果
、
経
費
節
減
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。
会
費
に
つ
い
て
は
、
六
日
町
の
よ
う
な
複

雑
な
方
式
は
避
け
る
方
向
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
事
業
費
、
必
要
経
費
の
検
証
を
行
う
ほ
か
、

財
産
・
備
品
の
確
認
を
行
い
、
財
政
計
画
案
に
つ
い
て

協
議
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
次
回
は
９
月
６
日
で
す
。

　

２
月
６
日
に
第
１
回
、
５
月
８
日
に
第
２
回
、
７
月

７
日
に
第
３
回
の
会
議
を
行
い
ま
し
た
。
事
務
を
受
託

す
る
団
体
、
主
催
・
共
催
事
業
、
新
規
事
業
を
検
討
し

て
い
る
ほ
か
、
各
部
会
活
動
、
共
済
事
業
等
に
つ
い
て

も
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
部
会
・
委
員
会
活
動
、
事
業
構
想
、
事
業
の

実
施
体
制
、
事
業
計
画
案
な
ど
に
つ
い
て
協
議
が
進
め

ら
れ
ま
す
。
次
回
は
８
月
24
日
で
す
。

合
併
検
討
協
議
の
状
況

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（
合
併
の
場
合
の
お
お
ま
か
な
流
れ
）

総
務
部
会（
定
款
、組
織
、機
構
）

財
政
部
会（
財
政
、財
産
管
理
、予
算
）

事
業
部
会（
経
営
支
援
、地
域
振
興
）
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初
め
に
、
第
14
回
大
会
が
大
き
な
事
故
も
な
く
無
事

に
開
催
で
き
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
の
開
催
日
変
更
に
伴
い
色
々
と
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
が
、
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ス
タ
ッ
フ
、

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
選
手
の
皆
さ
ま
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

今
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
２
類

か
ら
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
よ
う
や
く
４
年
振
り
に

コ
ロ
ナ
前
同
様
の
通
常
開
催
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
ゴ
ハ
ン
・
イ
ズ
・
バ
ッ
ク
（
ご
飯
が
戻
っ

て
き
た
!!
）」ゴ
ー
ル
後
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
食
べ
放
題
、
地

元
食
材
を
使
っ
た
料
理
が
並
ぶ
グ
ル
メ
村
も
復
活
、
グ

ル
メ
村
は
大
い
に
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ラ
ン
ナ
ー
の

皆
さ
ん
が
う
れ
し
そ
う
に
食
べ
て
い
る
光
景
が
見
ら
れ

て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

今
年
は
通
常
開
催
と
い
う
こ
と
で
青
年
部
の
皆
さ
ん

に
は
、
２
月
上
旬
頃
か
ら
大
会
に
向
け
て
の
準
備
等
を

し
て
い
た
だ
き
、
私
も
会
場
責
任
者
と
い
う
大
役
を
任

さ
れ
、
先
輩
方
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
貰
っ
て
い
た
の

に
、
い
ざ
本
番
当
日
に
は
、
空
回
り
す
る
よ
う
な
こ
と

も
あ
り
、
他
商
工
会
青
年
部
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
か
け

た
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

今
大
会
の
反
省
点
も
含
め
、
次
回
大
会
開
催
に
は
改

善
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
も
う
一
度
、
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

青
年
部
長  

荻
原　

直
樹

　

青
年
部
か
ら
今
年
３
月
、
大
和
地
内
の
保
育
園
・
こ

ど
も
園
の
卒
園
式
、
小
学
校
の
卒
業
式
に
「
特
大
卒
業

証
書
」
を
贈
呈
し
、
卒
業
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
提
供
し

ま
し
た
。

　

背
景
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
る
中
、

子
ど
も
た
ち
の
思
い
出
作
り
の
場
を
提
供
し
た
い
と
い

う
青
年
部
員
の
想
い
か
ら
で
す
。

　

卒
園
式
・
卒
業
式
の
当
日
は
、
最
高
の
笑
顔
で
写
真

に
写
る
卒
園
児
・
卒
業
生
た
ち
の
姿
が
と
て
も
印
象
的

で
、
「
パ
ネ
ル
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
」
「
い
い
記
念

に
な
っ
た
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
報
道
記
者
か
ら
取
材
を
受
け
、
新
潟
日

報
、
雪
国
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
年
部
員
の
想
い
が
、
地
域
の
卒
園
児
・
卒
業
生
、

ご
両
親
に
届
け
ら
れ
た
良
い
機
会
で
し
た
。

2800人余りが駆け抜けました

ゴール後のご飯食べ放題

福田六花さん、商工会青年部、関係者の皆さん

卒園児たちと青年部員

小学校卒業生たち

（5月28日）

第
14
回
グ
ル
メ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

青
年
部
事
業

『
特
大
卒
業
証
書
』の
報
告

商　　工　　や　　ま　　と （４）



　

女
性
部
で
は
、
今
年
も
花
い
っ
ぱ
い
運
動
と
し
て
５

月
26
日
に
浦
佐
駅
西
口
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
、
役
員
で

花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
駅
周

辺
の
草
取
り
も
行
い
ま
し
た
。
翌
日
か
ら
は
全
部
員
で

当
番
制
に
よ
り
水
や
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
19
日
に
は
八
色
園
草
取
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

２
月
23
日
、
24
日
に
行
わ
れ
た

『
に
っ
ぽ
ん
の
宝
物
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
２
２‐

２
０
２

３
』
に
お
い

て
、
龍
寿
し

さ
ん
が
〝
お

家
で
ま
る
で

出
来
立
て
バ

ラ
ち
ら
し
〞

で
見
事
、

「
肉
・
海
産
物
調
理
／
加
工
部
門
」

の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

表
紙
で
紹
介
し
た
方
以
外
に
次
の
方
々
が
新
た

に
会
員
と
な
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
活
躍
を
期
待
し
ま

す
。　　
　

 （
届
出
順
・
敬
称
略
、４
月
26
日
ま
で
）

整
体
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
サ
ロ
ン 

タ
ー
ラ

（
一
村
尾
、
サ
ー
ビ
ス
業
）

事
業
主　

佐
藤  

令
子

て
つ
ラ
ボ   （
浦
佐
、そ
の
他
の
専
門
サ
ー
ビ
ス
業
）

事
業
主　

宮
崎  

宏
和

合
同
会
社
神
羅
規
制
サ
ー
ビ
ス
（
今
町
、
警
備
業
）

代
表　

山
﨑  

高
志

新
会
員
紹
介

に
っ
ぽ
ん
の
宝
物

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
グ
ラ
ン
プ
リ
の

報
告

不
要
タ
オ
ル
等
を

福
祉
施
設
へ
贈
呈

花
い
っ
ぱ
い
運
動
・

八
色
園
草
取
り

女性部
奉仕活動

　

小
学
校
卒
業
児
童
へ
の
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
、

コ
サ
ー
ジ
ュ
を
役
員
で
手
作
り
し
、
大
和
地
内
の
小
学

校
卒
業
児
童
へ
贈
呈
し
ま
し
た
。
卒
業
児
童
か
ら
大
変

喜
ば
れ
お
礼
の
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

女
性
部
で
は
、
今
年
も
不
要
タ
オ
ル

等
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
集
め
た
タ
オ

ル
等
は
大
和
地
内
の
福
祉
施
設
へ
寄
贈

し
ま
す
。

〇
対
象
品
目
： 

タ
オ
ル
・
バ
ス
タ
オ
ル
・

　

シ
ー
ツ
な
ど
（
新
品
の
他
に
使
い
古
し
や
ボ
ロ
布
も
）

〇
女
性
部
以
外
の
方
か
ら
も
是
非
ご
協
力
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

　

お
手
数
で
す
が
商
工
会
事
務
局
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

小
学
校
卒
業
児
童
へ

手
作
り
コ
サ
ー
ジ
ュ
贈
呈

女性部
地域振興
事業

女性部
奉仕活動

プランター設置参加の役員。女性部員募集してます!!

器用な手つきで作業中

後山小学校の卒業生

プランター設置作業

八色園草取り作業

商　　工　　や　　ま　　と（５）



資料：ハローワーク、新潟経済社会リサーチセンター

主要経済指標
○有効求人倍率 
南魚沼　Ｒ5年４月　１．７３
　　　　Ｒ5年３月　２．０９
　　　※Ｒ4年４月　２．０９

○新設住宅着工戸数
新潟県　Ｒ5年４月　７９０
　　　　Ｒ5年３月　７６６
　　　※Ｒ4年４月　８０８

○鉱工業生産指数（H２７年＝１００）
新潟県　Ｒ5年３月　９１．１
　　　　Ｒ5年２月　９１．２
　　　※Ｒ4年３月　９９．０

　

八
色
の
森
市
民
ま
つ
り
は
、
昨
年
４

年
振
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
対
策
を
と
っ
て
の
開
催
で
し
た
。
今

年
は
、
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
の
復
活
、
ア

ル
コ
ー
ル
類
の
解
禁
、
飲
食
ブ
ー
ス
を

テ
ン
ト
村
に
設
け
る
な
ど
、
通
常
通
り

に
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

日
程
は
10
月
８
日
（
日
）
の
午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で
。
テ
ン
ト

村
（
飲
食
等
）、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

ダ
ン
ス
、
子
ど
も
広
場
、
抽
選
会
、
熱

気
球
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

八
色
の
森
市
民
ま
つ
り

開
催
の
お
知
ら
せ

　事業計画策定に必要な公表されている統計データを紹介しま
す。経営データをお探しの方は下記にアクセスしてみてくださ
い。
○総務省統計局「家計調査」
 https://www.stat.go.jp/data/kakei/
○新潟県「家計調査年報」
 https://www.pref.niigata.lg.jp/site/tokei/
○経済産業省と内閣官房「RESAS」
 https://resas.go.jp/#/13/13101

事業計画策定に必要な
統計データを紹介します

　

商
工
会
の
会
員
、
役
員
も
多
数
参
加

し
て
い
ま
す
。
是
非
、
お
誘
い
あ
わ
せ
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

※は前年同月数値

編集者より
～あとがきにかえて～

　

私
は
趣
味
で
大
型
バ
イ

ク
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
休

み
の
日
に
は
、
プ
チ
ツ
ー

や
ロ
ン
グ
ツ
ー
リ
ン
グ
と

県
内
外
へ
走
り
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
暑
い
夏
時
季
だ
け
は
ツ
ー

リ
ン
グ
を
控
え
て
し
ま
い
ま
す
。
排
気

量
が
１
８
０
０
㏄
も
あ
る
と
、
ス
ト
ー

ブ
に
ま
た
が
り
な
が
ら
の
走
行
で
と
て

つ
も
な
く
熱
い
で
す
。
夏
の
走
行
は
涼

し
い
夜
限
定
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
爆

音
の
バ
イ
ク
な
の
で
、
近
隣
に
迷
惑
と

思
い
、
夜
も
走
っ
て
い
ま
せ
ん
（
笑
）

　

先
日
近
所
の
先
輩
が
原
付
二
種
の
バ

イ
ク
を
購
入
さ
れ
て
、
遊
び
に
行
っ
た

時
に
試
乗
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
乗

っ
た
感
想
は
非
常
に
楽
し
い
バ
イ
ク
で

即
気
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
近
所

の
バ
イ
ク
屋
さ
ん
に
同
じ
バ
イ
ク
を
オ

ー
ダ
ー
し
購
入
し
ま
し
た
。
小
さ
く
て

ス
ピ
ー
ド
も
そ
ん
な
に
出
な
い
し
、
夏

時
季
に
ぶ
ら
り
と
走
り
に
も
行
け
る
の

で
、
最
近
は
こ
の
バ
イ
ク
に
乗
り
慣
ら

し
運
転
三
昧
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
暑
い
夏
も
気
晴
ら
し
に

こ
い
つ
に
乗
っ
て
楽
し
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

（
薮
神
の
小
さ
な
バ
イ
ク
に
乗
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巨
人
・
Ｏ
）

　にいがた産業創造機構（NICO）は、「新
潟県の産業をもっと元気に」を使命に、
チャレンジする県内企業を応援していま
す。お気軽にお問い合わせください。

商　　工　　や　　ま　　と （6）


